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本研究では、高速かつ広範囲に連続的に波長切替可能な、
NTT研究所で開発されたTDA-DFBレーザを用いています。こ
のレーザに、従来一般的であったフィードバック(FB)制御に、
フィードフォワード(FF)制御を併用した手法を考案し、動作検
証を行い、高速切替かつ長期的な波長安定化に成功しました。
本成果が実用化されれば、光ルーティングスイッチを用いた
極低消費電力・大容量ネットワークの実現が可能となります。

図１ TDA-DFBレーザの波長（周波数）切替応答
図３ 波長制御結果図２ FF/FB切替型制御系

消費電力の抜本的な削減手段として期待されている光ルー
ティングスイッチには、高速で波長が切り替わり、かつ切替後
も長時間波長が安定な半導体レーザが求められています。本
研究では、デジタル制御ならではのインテリジェントなアプ
ローチで短時間での波長変化と長時間での波長安定性を両
立する手法の研究に取り組んでいます。

TDA-DFBレーザは注入電流量を変化させると、短時間にはキャリア効果による急激な波長変化、長期的には緩やかな熱平衡状態へ
の波長変化が組み合わさって複雑に応答（図１）。高速切替のためのフィードフォワード(FF)制御と長期安定化のためのフィードバック
(FB)制御（図２）により、100nsの高速切替と長期的波長安定化を両立（図３）。
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